










平成 12年218名､平成 13年208名 に漸減していたものが､平成 14年には






長崎大学は､平成 12年2月に出した ｢長崎大学 ･大学改革案一長崎大学が
21世紀に目指すもの-｣の中で､四つの柱､即ち､国際化､高度化､地方化､
個性化を挙げている｡これは大学の理念ともいうべきものであり､その柱の第
一番目が国際化である｡また､平成 12年4月以来 3回行われてきた長崎大学
運営諮問会議からの ｢審議のまとめ｣(平成 14年3月)では､その第-番の項
目に 1.国際化について､があり､そこには､以下の記述がある｡(以下､原文
のまま)[長崎大学の国際化を推進するためには､留学生の増加を図ることも一
つの方策である｡留学生を通じた国際交流は､友好信頼関係の強化を図るだけ
でなく､相互の教育 ･研究の国際化 ･活性化を促すなど､大学改革を進める上
で大きな役割を担うものである｡留学生の増加を図るためには､留学生のニー
ズに応じた教育プログラムとしての､英語などの外国語による学位取得が可能
なコースの開設､留学生のインターンシップやプラクティカル トレーニングの
導入等留学生にとって魅力のある受入策を検討することが必要である｡さらに､
留学生の卒業 ･修了後のフォローアップを図る事により､留学生による情報ネ
ットワークを構築することも考えられる｡]ここに､解決策のいくつかの方法が
記されている｡留学生センターを含めた全学の組織をあげて､既に案として出
されている諸案を一つずつでも具体化して実行に移すことが､上記問題の解決
に肝要と思われる｡
国際化は､単に留学生に関するものだけでなく､国際交流､研究の高度化に
おいても強く関係している｡現在､大学内には様々な委員会があり､そこで国
際化にむけての諸施策が討議されてきた｡留学生交流委員会内にも､加藤副学
長のご指示により留学生に関する諸問題ワーキンググループが発足することと
なった｡他委員会との連携を密にして､上記問題の解決につながる案の具体化
が図れることを希望している｡
留学生センターとしては､上記諸施策の実行化を可能な限り､サポー トする
所存であり､また､留学生増加につながる更なる案を考えていきたい｡大学当局､
学部､大学院､研究所の各先生方､および学外関係機関の皆様のご指導とご協
力をお願い申し上げる次第である｡
平成 14年 6月
留学生センター長 松村 功啓
